
①早期に適切な支援窓口につなげる取組
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重点施策にかかる主な取組について

【検索連動型広告例】

【広告分野】
①自殺関連 ②一般的な悩み
③妊産婦 ④ＤＶ
⑤うつ病 ⑥性的マイノリティ
⑦ギャンブル・アルコール依存
⑧虐待 ⑨経済生活問題

※Ｒ７より追加

【ここナビトップページ】
◆ 検索連動型広告を活用した相談窓口への誘導

資料５

令和７年度中に③～⑨の広告分野ごとの
特設ページを作成し、広告クリック後
の特設ページで分野別の相談窓口案内

特設ページイメージ 左：妊産婦 右：DV

【ランディングページ】※作成中



AI Chatbot こころコンディショナーplus  の活用促進

①早期に適切な支援窓口につなげる取組
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・利用者が自分自身の力を引き出して

「こころを整える」ことを目指して開発さ

れたAIチャットボット

・認知行動変容アプローチにより、問題

解決を手助けするもので、やり取りされ

る内容については精神科医が監修

・令和５年度から正式にサービス利用を

開始し、ここナビで都民に利用を案内

アプリについて

３つの機能から選んで利用

①困っていることについて話す

②モヤモヤした気持ちをはきだす

③生活を充実させる行動を考える

導入状況

こころの健康チェック（５項目）

チェック結果とともに、以下が表示

こころコンディショナー

・最終画面で、都の相談窓口も案内

・入力内容の深刻度を５段階評価し、

深刻度が高い場合は途中で相談窓

口を案内
※利用者の約１割が深刻度が高いと

評価

利用状況（R6.3月利用分）

今年度新設するセルフケアの

特集ページにおいて、

アプリの活用方法について案

内（予定）

アクセス：7,983回 チャット利用実人数：1,643人
活用促進に向けた取組



①早期に適切な支援窓口につなげる取組

◆東京都自殺相談ダイヤル～こころといのちのほっとライン～
● 概要

年中無休 １２：００～翌朝６：００（受付５：３０まで）
※９月と３月は各５日間２４時間受付
※令和５年10月から１９:００～２２:００の回線数を２回線から３回線に増加
令和７年10月から１７:００～１９:００の回線数を２回線から３回線に増加

● R６年度実績

◆ SNS自殺相談～相談ほっとLINE＠東京～
● 概要

年中無休 １５：００～２３：００（受付２２：３０まで）

● R６年度実績

有効友だち登録数※（人）

令和７年３月31日時点：67,782
令和６年３月31日時点：61,559
令和５年３月31日時点：60,791
※友だち登録数からブロック数等を除いた数

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計

相談件数 2,191 2,092 2,211 2,225 2,428 2,394 2,253 2,177 2,189 2,206 2,062 2,356 26,784

対応率 30.5% 28.1% 30.9% 33.1% 32.7% 30.8% 32.0% 32.8% 37.8% 37.9% 36.0% 34.1% 32.8%

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計

相談件数 1,193 1,235 1,186 1,183 1,115 1,254 1,103 1,011 1,074 1,162 975 1,121 13,612

対応率 38.6% 22.3% 19.5% 34.0% 28.8% 35.5% 30.7% 37.0% 34.2% 39.9% 33.3% 41.6% 31.2%
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②自殺未遂者への継続的な支援

◆ 自殺未遂者支援研修

医療従事者、警察・消防職員、区市町村等を対象に、自殺未遂者に対する基本的な対応について研修を実施

第１回  令和６年１２月１８日

＜テーマ＞
 救急病院における自殺未遂者支援

＜講師＞
  慶應義塾大学医学部准教授

 藤澤 大介 氏

  慶応義塾大学病院 精神看護専門看護師

 河野 佐代子 氏

第２回  令和７年１月２３日

＜テーマ＞
思春期の子供の自殺を防ぐ

 ～教育や支援の現場でできること～

＜講師＞
  東京都立松沢病院院長

 水野 雅文 氏

第３回  令和７年２月１７日

＜テーマ＞
  自殺リスクのある患者と向き合うために
  ～医療従事者向けゲートキーパー研修～

＜講師＞
  岩手医科大学医学部
  神経精神科学講座教授

 大塚 耕太郎 氏

＜対象者＞
教育関係者、行政機関職員など

＜対象者＞
医療従事者 など

第１回  令和７年１１月１１日

＜テーマ＞
 自殺未遂者支援の基礎と実践
 ー現場で求められる対応力とはー

＜講師＞
NCNP精神保健研究所所長

張 賢徳 氏

＜対象者＞
広く自殺未遂者対応に関わる関係者 など

第２回  令和７年１１月２５日

＜テーマ＞
 自分を傷つけてしまう子どもたち
 ー心理と支援についてー

＜講師＞
日本医科大学付属病院精神神経科講師

成重 竜一郎 氏

＜対象者＞
教育関係者や子どもの支援に関わる
行政機関 など

第３回  令和８年２月１３日【予定】

＜テーマ＞
 生きづらさの背景に焦点を当てた支援のあり方

 ｰ支援があっても再企図に至るケースから考えるｰ

＜講師＞
NPO法人メンタルケア協議会副理事長

 西村 由紀 氏

＜対象者＞
区市町村の自殺対策担当者 など

＜対象者＞
救急医療機関従事者、自治体職員 など
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◆ 自殺未遂者対応地域連携支援事業（東京都こころといのちのサポートネット）

救急医療機関等に搬送された自殺未遂者や自殺リスクの高い方などを地域の支援や精神科医療につなぐ
相談調整窓口を運営

②自殺未遂者への継続的な支援
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【新規支援対象者の年代別割合の推移】【支援件数の推移】

東京都こころといのちのサポートネット 支援実績

②自殺未遂者への継続的な支援

【10代以下の若者への新規支援件数】

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

13 16 16 28 22 24 26 35 27 41 49

※R7は12月末までの件数
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◆ 職域向け講演会
企業の経営者、人事労務・健康管理担当者向けに、職場におけるこころの健康づくり、自殺防止
対策等についての講演会を開催（2回のうち1回はうつ病休職者の職場復帰支援を考えるフォーラムと共同開催）

③働き盛りの方々の自殺防止
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令和6年度 第2回 令和7年度 第1回



◆検索連動型広告を活用した中高年男性向けのメール相談事業

③働き盛りの方々の自殺防止

8遷移先ページにメールフォームを設置

＜相談の流れ＞

 孤独 寂しい

 借金 返せない

 上司 パワハラ

広告文例

孤独でつらいあなたへ-今まで苦し
かったですね

誰にも相談できずに悩んでいるあなたへ。
今、メールでご連絡ください

表示

クリック

メール送信

キ
ー
ワ
ー
ド
例

メール返信

（事業開始日：令和７年８月５日）

電話相談 相談員メール相談 相談員

イメージ
ご相談いただきありがとうござ
います
〇〇のことで、悩んでおいでと
のこと、辛いお気持ちなのも無
理ないことと存じます
〇〇についてご相談いただける
窓口もありますし・・・

再メールも可

必要に応じ、電話番
号を聞いて、相談者
への架電も実施

返信文で悩みに応じた窓口を案内
＜例＞
・東京都はたらくネット
・東京ウィメンズプラザ（男性のための悩み相談）
・法テラス
・Tokyo LGBT相談 など

架電

連携

相談

＜実績（11月末時点）＞

・新規相談件数：139件

・総対応件数 ：198件

20代
以下

30代 40代 50代 60代
70代
以上

不明 計

14 16 32 46 26 3 ２ 139

・電話相談につながった件数：20件
※本人の申告により特定できたもの

・広告クリック数：6,669件



女性向けの相談窓口についてまとめたリーフレットを作成し、都内区市町村、医療機関、学校等を通
じて配布

④困難を抱える女性への支援

【表面デザイン（四つ折りにして配布）】 【内面デザイン】
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◆ 女性向けリーフレットの作成



⑤若年層の自殺防止

◆ 自殺リスクの高い子供への対応力強化
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小中高等学校
（教員・スクールカウンセラー など）その他の支援機関・関係機関

保健所・保健センター

自殺ハイリスク者等
（本人・家族等）かかりつけ医・救急医療機関

03-5333-6484 年中無休
相談受付 9：00-17：00

○子供サポート担当相談員の配置
子供への支援に関する技量と経験を有する相談員の配置
（精神保健福祉士、臨床心理士、公認心理師、保健師 等）

○子供の事例への支援体制の構築
必要時に精神科医(小児の精神科医を含む)、
弁護士等から助言（スーパーバイズ及び事例検討）
を受けられる体制を構築

対応が難しい時、関係機関との
連携が難しい時に支援機関等
からの相談・支援依頼を受け、
支援方法について一緒に検討

対応の助言
支援機関への仲介
方針検討会議出席
本人・家族との面接 など

地域の支援機関等

子供の自殺リスクに気づき、その上で適切に対応することができ
るよう、必要な知識や考え方について研修を実施（年２回）

テーマ：子どもの自殺を防ぐための事例検討
～多角的な見立て、他機関との連携を大切にして～

※事前視聴の講義動画で、子供の自殺の実態や生きづらさ
等について解説

※研修当日は、子供サポートチームの相談員がファシリテーター
を務め、子供への声かけ等をロールプレイ

子ども家庭支援センター・児童相談所

教育委員会・教育相談センター

東京都こころといのちのサポートネットへの「子供サポートチーム」の設置 子供支援機関向けの研修の実施

R6 R7

41 49

【新規支援件数（10代以下）】

※R7は12月末までの件数
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◆ 教育機関、支援機関への事業案内の実施

・「こころのいのちのサポートネット」について、支援事例やＱ&Ａを掲載した事業案内リーフ
レットを作成し、都内の小中高等学校や各区市町村の教育委員会、児童相談所、子ども家庭支援
センター等に配布

・都立学校の校長連絡会、都内全公立学校の生活指導担当者連絡会、スクールカウンセラー連絡会、
私立学校の連絡会等で事業紹介を実施

⑤若年層の自殺防止



夏期休暇前に、学校を通じて相談窓口をまとめた
デジタル版資料を小学5年生・６年生、中学生、
高校生（都内に本校がない通信制高校生を含む）
に配布。９月には、希望があった学校に対して、
携帯できるポケットサイズの紙面版資料を送付。

◆小中高校生向けポケットメモの配布
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＜紙面版＞

＜デジタル版＞

⑤若年層の自殺防止



◆ 学生向けオンライン動画の作成

大学等での講義やオリエンテーションで活用できる資材
として、動画コンテンツを作成
web広告や都内大学等を経由したチラシにより案内

＜WEB広告による案内（R7.9月 キャンペーン期間）＞

＜学生向けチラシ＞

媒体 目標（視聴orクリック数） 実績

YouTube 30,000回 95,684回

Ｘ 1,000回 7,610回

LINE 1,500回 7,229回

YouTube広告は15or30秒版の広告用動画の視聴回数

X、LINE広告はここナビの学生向け動画の掲載ページ遷移数
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⑤若年層の自殺防止



⑥遺された方への支援

◆ 「とうきょう自死遺族総合支援窓口」の運営

自死遺族等が直面する様々な問題に対し、自死発生直後から支援するため、自死遺族等のための
総合支援窓口を設置

14

○対象者
身近な人を自死（自殺）で亡くした方

（家族、親族、パートナー等）

〇支援内容

気持ちの受けとめ

必要な手続への対応に関する助言

困り事に応じた専門の相談・支援機関へのつなぎ  等

  

○事業経過

令和５年10月  1日 電話相談を開始（週４日）

令和６年  4月  1日 電話相談受付日を拡大（週６日）

令和６年  6月12日 メール相談を開始

令和７年  9月  1日 月曜日～金曜日の電話相談受付時間を14時～18時に変更

24時間受付
概ね１週間以内に返信
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◆ 相談対応状況（件）

新規相談 継続相談 不明 合計

電話 （令和5年10月～令和7年9月） 484 1,261 16 1,761

メール （令和6年  6月～令和7年9月） 126 55 0 181

合計 610 1,316 17 1,943

情報提供 法律相談 精神保健相談 心理相談

263 30 2 15

88 4 2 1

351 34 4 16



インターネット, 

56.0%

警察・監察医務院,

9.5%

その他行政機関, 5.3%

新聞/ニュース, 3.7%

その他相談機関, 3.9%

全国自死遺族総合

支援センター, 2.6%

友人・知人, 1.8%

医療機関, 1.6%

家族, 1.4%

不明 

14.2%

「とうきょう自死遺族総合支援窓口」電話相談実績（令和5年10月～令和7年9月の2年間）
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(１) 相談件数 計1,761件

⑥遺された方への支援

(２)相談者性別

(４)窓口を知った経緯

※新規相談484件の内訳

男性, 

27.9%

女性, 

72.1%

(３)相談者年代
20代以下,5.0%

30代,

13.2%

40代,

19.6%

50代,

31.2%

60代,

14.0%

70代,3.5%

80代,1.4%
不明,

12.0%

※新規相談484件の内訳

※新規相談484件の内訳（複数回答あり）
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⑥遺された方への支援

「とうきょう自死遺族総合支援窓口」電話相談実績（令和5年10月～令和7年9月の2年間）

(５)死別された方との関係性 (６)死別された方の年代

(７) 死別からの期間

※新規相談484件の内訳（複数回答あり）

新規相談
(n=484) 

相談全体
(n=1,761) 

配偶者,

26.5%

子供,

25.1%
親,

14.8%

兄弟姉妹,

14.0%

恋人・パートナー,

4.7%

友人, 2.9%

甥・姪, 2.1%

おじ・おば, 0.4%

祖父母, 0.2%
その他・不明, 9.4%

※新規相談484件の内訳（複数回答あり）

10代, 

9.5%

20代,

17.6%

30代, 

12.6%

40代, 

12.6%

50代, 

12.6%

60代, 11.6%

70代,4.5%

80代以上, 

1.4% 不明, 17.6%

15.1%

5.1%

24.4%

11.1%

14.3%

12.7%

12.6%

15.3%

20.5%

22.6%

9.5%

28.7%

3.7%

4.5%
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(８) 相談内容（電話相談・R7.4月～R7.9月） ※相談全数（527件）に関する集計、１回の相談において複数項目計上もあり

⑥遺された方への支援

「とうきょう自死遺族総合支援窓口」電話相談実績
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祖父母, 0.8%

おじ・おば 0.8%

甥姪, 0.8% その他・不明, 4.8%

「とうきょう自死遺族総合支援窓口」メール相談実績（令和6年6月～令和7年9月）
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⑥遺された方への支援

男性,

23.8%

女性,

66.7%

その他・不明, 

11.1%

(２)相談者性別
※新規相談126件の内訳

(３)相談者年代
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(６) 相談内容（メール相談・R7.4月～R7.9月） ※相談全数（55件）に関する集計、１回の相談において複数項目計上もあり

⑥遺された方への支援

「とうきょう自死遺族総合支援窓口」メール相談実績
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(５) 死別からの期間（メール相談・R6.6月～R7.9月）

新規相談
(n=126) 

相談全体
(n＝182) 

17.5%

13.7%
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1週間以内 1か月以内 3か月以内 1年以内 10年以内 10年以上 不明
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